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ミカドアゲハの蛹化方向－葉先方向？それとも葉柄方向？－(Ⅲ)
川野 雅喜

１．はじめに

(Ⅱ)で報告したように、2016年末から2017年にかけて、葉先向き葉柄際括り付け有りのサナギ

７個の越冬を試みたが、そのうち１つは、鳥に捕食されてしまい６個の越冬観察となった。

また、2017年もミカドアゲハの蛹化方向について引き続き観察を行った。

これらの結果から、(Ⅱ)で予想したように、

葉先向き蛹化個体は越冬。吐糸による括り付けあり。

葉柄向き蛹化個体は年内羽化。括り付け無し。

と言う結論を得た。食樹は全て在来種オガタマノキ(Michelia compressa)である。また当然のこと

として、年１化の地域では葉柄向きサナギは出現しない、葉先向きサナギのみである。

２．葉先向き越冬サナギの羽化。

６個は全て春に一斉に羽化した。(Ⅱ)の予想が正しかったと言える。次に表にまとめた。

2017/4/23 ♀１，♂１

2017/4/25 ♀２ 雌雄の区別は腹部末端

2017/4/28 ♀１ で行っている。

2017/5/01 ♀１

♀が多いように見えるが、サナギが少ないための見か

けの結果だろう。春に多くのミカドアゲハを見かけるが、

これは越冬蛹が一斉に羽化するためと考えて良いようで

ある。

ミカドアゲハは春に一斉に羽化するらしいとは従来言われていたことではあるが、それが正し

い事が証明できたようである。

３．葉柄向きサナギの羽化

葉柄向きサナギは(Ⅱ)で予想したように全て年内羽化である。(Ⅱ)の予想が正しかったと言え

る。

2017/6/16 ♀１ 2016年も葉柄向きサナギ４個は全て年内羽化をしている。

2017/6/22 ♂１

2017/8/01 ♂１

４．葉先向きサナギの羽化

2017年は観察していない。2016年は１個体のみ年内羽化。(Ⅱ)の予想が正しかったと言える。

５．葉先向きサナギの越冬

2017年12月25日現在、６個が屋外で越冬中である。これらは全て(Ⅱ)の予想が正しかったと言

える。しかし、１個は緑色だったものが茶褐色に色が変わってきており、すでに死んでいると思

われる。もちろんネットを掛けて、鳥による捕食を防いでいる。2018年の春には一斉に羽化する
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はずである。とても楽しみ。

６．終わりに

３年間に亘り園芸種オガタマノキ(Michelia figo)と在来種オガタマノキ(Michelia compressa)での

ミカドアゲハの蛹化方向について観察を続けてきて一応の結論が出せたと思う。

ところで、この蛹化方向についての観察のきっかけの一つとして、小松孝寛氏のウェブサイト

｢宮崎の昆虫｣に記述されていた｢(ミカドアゲハの)蛹の方向はアオスジアゲハと逆で葉先の方に

頭を向ける。｣がある。これを見た時｢何で･･･？我が家と違うワ。｣であった。そして、小松孝寛

氏やmiyakon@freeml.comでの多くの方々の貴重なご意見を頂いたこともあり、観察を続けること

になった。

これらが無かったら、在来種オガタマノキを通販で買うことも無く、観察も３年間続かず、｢わ

ぁ～、庭でミカドアゲハが生まれた。うれしい、感激。｣｢幼虫、めちゃ可愛いワ。｣｢写真撮りま

くろう！｣で終わっていた。
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追記

２０１８ ４／１１ ♂１

４／１４ ♀１

４／１５ ♀１

４／１６ ♂１

４／１９ ♀１

以上 ５匹 羽化する。

宮崎昆虫同好会 タテハモドキ No,53(2017)97-98


